
                地域密着型金融の取組事例（平成 28年度） 

96 

 

 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(16) 農業生産基盤強化助成事業 

ＪＡ信州うえだ（長野県） 

 

新規 継続 

 
○ 

（平成 22年 3月） 

 

1 動機 

（経緯） 

地域農業振興と強い農業づくりを目指し、農業生産基盤の「維持・拡大」と今後

の生産基盤の「創成・醸成」の両輪を進めるため、多品目栽培の実現と農家経営

の効率化・省力化を図り、農畜産物の増収および品質向上につなげることを目的

としています。 

 

2 概要 農業生産の拡充と品質向上等を目指す事業および強い農業づくりの支援として下

記を行っています。 

・パイプハウス等設置支援事業 

・果樹設備化対策事業 

・ブロッコリー苗、花き苗助成事業 等 

 

3 成果 

（効果） 

平成 22年度～28年度（7カ年）の事業実績は、受益農家戸数 1,177件（全般 366

件、米穀 41件、野菜 137件、きのこ 63件、果実 440 件、畜産 4件、花き 119件）、 

事業費：423 百万円、助成額：80 百万円、地域農業振興に係る経営支援、素畜導

入支援助成額：22百万円となりました。 

 

4 今後の予

定（課題） 

農業生産基盤強化助成事業を継続していきます。 

事業内容は 29 年度～30年度 2 年間は同内容、31 年度以降は内容選定し目的にあ

った助成とします。 

 

 


	Ａ
	(16) 農業生産基盤強化助成事業
	ＪＡ信州うえだ（長野県）


